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年以降の新聞記事を対象に、25人の遺族（父親 9人・母親 5人・親 1人／寡婦 4人・寡夫 1人
／きょうだい 2人／子ども 2人／祖母 1人）の声を拾った15）（【表 1】）。亡くした対象は、子ど
も 15人、配偶者 5人、きょうだい 2人、親 2人、孫 1人という内訳である。死別経過年数は 4
















































































































































































































N23 兄 66 歳 6 年 きょうだい（弟） 58 歳
災害死
（地震） 納骨





N24 子（長女） 52 歳 約半年
親

























































































　研究協力者は 19人（寡夫 10人・寡婦 9人）で、平均年齢は 69.8 歳。死別後の経過期間は平
均 4年 1 カ月。住居形態は、一軒家 10 人（53％）、マンション 9人（47％）。世帯構成は、独
居17人（89％）、同居2人（11％）。子どもの有無は、いる17人（89％）、いない2人（11％）。




協力者 性別 年齢 死別経過期間 住居 世帯構成 子の有無 納骨時期 分骨の実施
寡夫 10 名（A～ J）
A 男 60 代後半 10 カ月 マンション 独居 有 四十九日 無
B 男 60 代半ば 1年 2カ月 一軒家 独居 有 四十九日 有（喉仏）
C 男 80 代後半 2年 2カ月 一軒家 独居 有 一周忌 無
D 男 60 代後半 2年 6カ月 マンション 独居 有 三回忌 無
E 男 70 代前半 2年 11 カ月 マンション 独居 無 一周忌 無
F 男 60 代前半 3年 10 カ月 マンション 独居 有 一周忌 有（一部）
G 男 60 代後半 4年 11 カ月 一軒家 同居 有 四十九日 有（喉仏）
H 男 60 代後半 5年 3カ月 一軒家 独居 有 一周忌 有（喉仏）
I 男 70 代後半 5年 4カ月 マンション 独居 有 一周忌 無
J 男 70 代後半 6年 9カ月 一軒家 独居 有 一周忌 無
寡婦 9 名（K～ S）
K 女 60 代後半 1年 4カ月 マンション 独居 有 四十九日 無
L 女 60 代半ば 3年 4カ月 一軒家 独居 有 百箇日 無
M 女 80 代前半 3年 6カ月 一軒家 同居 有 三回忌 無
N 女 60 代半ば 3年 7カ月 一軒家 独居 有 一周忌 無
O 女 80 代前半 4年 7カ月 マンション 独居 有 一周忌 無
P 女 60 代半ば 4年 11 カ月 マンション 独居 無 四年 有（喉仏）
Q 女 60 代半ば 5年 4カ月 一軒家 独居 有 四十九日 無
R 女 60 代前半 7年 8カ月 マンション 独居 有 一周忌 有（一部）

















































































































































































































































































































































































































































































































































15、NHK取材班　2019）。ちなみに、2015 年度は、全国 20政令指定都市において、2006 年度の 2倍に近
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い 7,360 柱の遺骨を自治体が引き受けた。2006 年から 2015 年の 10年の間に、20市は、計 57,226 柱の遺
骨を引き受けたという（朝日新聞 DIGITAL、2016 年 12 月 30 日）。
17）該社は、1932年に創業し、今では67の会館において葬祭事業を展開する。そして、社会貢献活動の一
端として、大阪本社にて約 15 年にわたる遺族会（遺族サポート）を開催する（2019 年 3 月末現在）。
18）『平成 30年度版高齢社会白書』（内閣府）によれば、わが国の総人口は 1億 2,671 万人、65歳以上人口
は 3,515 万人。高齢化率は、1950 年には 5％に満たなかったが、1970 年に 7％、1994 年に 14％、2017 年
に 27.7％と上昇を続けている（2017 年 10 月 1 日現在）。そして、『平成 30 年度国民生活基礎調査』（厚
生労働省）によれば、平成元（1989）年と平成 30（2018）年を比較すると、高齢化の発展で、65 歳以
上の者がいる世帯のうち、「夫婦のみ世帯」は 20.9％から 32.3％へ、「単独世帯」は 14.8％から 27.4％へ

























































































ruralarea:Atwenty-yearlongitudinalstudy.Canadian Journal on Aging, 23,115－127.








































Sanders,C.M.（1992）.Surviving grief ... and learning to live again.NewYork:JohnWiley&Sons.（白根美保子訳　
2000『死別の悲しみを癒すアドバイスブック―家族を亡くしたあなたに』筑摩書房）
Seale,C.（1998）.Constructing Death: The Sociology of Dying and Bereavement,CambridgeUniversityPress.

















































Rando,T.A.（1993）.Treatment of complicated mourning.Champaign,IL:ResearchPress.
Rosenblatt,P.C.（1993）.Cross-culturalvariationintheexperience,expression,andunderstandingofgrief.InD.P.
Irish,K.F.Lundquist,&V. J.Nelsen（Eds.）,Ethnic variations in dying, death, and grief: Diversity in 
universality（pp.13－19）.Washington,DC:Taylor&Francis.
若林一美（1989）『デス・スタディ―死別の悲しみとともに生きるとき』日本看護協会出版会
若林一美（1998）『「悲しみ」を超えて生きる』講談社
若林一美（2000）『死別の悲しみを超えて』岩波書店
374－ －
